
 

2021 年 12 月 2 日 

 

 

環境省グリーンファイナンスのモデル事例に選定 

 カーボンニュートラル加速に向け、サステナビリティ・リンク・ローンを契約  
 

株式会社ファインシンター（代表取締役社⻑執⾏役員︓井上洋⼀／愛知県春⽇井市）は、この度、
ＥＳＧ経営の⼀環として「サステナビリティ・リンク・ローン」契約を株式会社滋賀銀⾏（頭取・⾼
橋祥⼆郎／本店・⼤津市）と締結しました。 

サステナビリティ・リンク・ローンは、事前に設定するサステナビリティ・パフォーマンス・ター
ゲット（以下 SPTs）の達成により、⾦利優遇などのメリットを得られる⾦融商品で、その実績と借⼊
条件等とを連動させ、環境・社会⾯で持続可能な経済活動の成⻑を促進させるものです。 

本ローンの契約により、⾃社の野⼼的な SPTs の設定と達成度合いの積極的な情報開⽰によって第三
者の客観的な進捗確認と評価をもらうことで、より実効性のあるサステナビリティ経営の実⾏につな
げていくことを企図しています。 

なお、本件は環境省が実施する「令和 3 年度グリーンファイナンスモデル事例創出事業（※1）」の
モデル事例に選定されました。詳しくはこちら（環境省ホームページ）をご覧ください。 

当社は「FINE SINTER VISION 2030」「中期経営計画 2025」において、企業理念「ものつくりを通
し、すみよい社会と⼈々の幸せに貢献する」に向けて、競争⼒強化、事業構造変⾰と並んで ESG 経営を
基盤とする経営を推進しており、2050 年カーボンニュートラルに向け、国内連結で 2025 年にＣＯ₂排
出量 40%減､2030 年に 50%減を⽬標に取り組んでおります。省エネの焼結炉､⽔素活⽤など⾰新技術開
発に加え､⽇常改善を加速しながら､不⾜分には再⽣可能エネルギーの導⼊を検討しています。 

 
今回、この取組みを加速すべく「ＣＯ₂排出量の削減率」を SPTs に設定し、株式会社格付投資情報セ

ンター（Ｒ＆Ｉ）が、サステナビリティ・リンク・ローンとしての適合性を確認しています（※2）。 
 今後も、持続可能な社会の実現や⼈びとの Well-Being に貢献するため、匠の技と新しい技術や知との 
融合などを通じて新たな価値の創造にチャレンジしてまいります。 

（ご参考）ファインシンター中期経営計画 2025 
 

サステナビリティ・リンク・ローン契約の記念盾贈呈式の様子 

 
（写真左：ファインシンター 常務執行役員 小林努、写真右：滋賀銀行 名古屋支店長 内田伸一様） 

https://www.env.go.jp/press/109769.html
https://www.fine-sinter.com/ir/plan.html


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

※１）特に環境⾯においてモデル性を有すると考えられるものであって、かつ各種ガイドライン等に
適合するグリーンファイナンスについて情報発信等を⾏う事業。地球温暖化対策や⾃然資本の劣化
の防⽌に資する企業等の事業活動へ⺠間資⾦を導⼊するための有効なツールの⼀つであるグリーン
ファイナンスをさらに普及させることを⽬的としている。 
環境省のリリースは以下の URL をご参照ください。 
URL: http://www.env.go.jp/press/110229.html 

 
※２）株式会社格付投資情報センター（R&I）は、環境省の 2021 年度のグリーンファイナンスモデル

事例創出事業に係るモデル事例として選定された株式会社ファインシンターのサステナビリティ・
リンク・ローン（SLL）の調達フレームワークについて、環境省の「グリーンローン及びサステナビ
リティ・リンク・ローン 2020 年版」及びローン・マーケット・アソシエーション（LMA）等 
「サステナビリティ・リンク・ローン原則」に適合すると確認しました。 
詳細は以下の R&I による評価レポートをご参照ください。 
URL: https://www.r-i.co.jp/info_esg/2021/11/info_esg_20211130_jpn.pdf 

 
 

 

 

 

 

 

本件のお問い合わせ先 

 

株式会社ファインシンター 経営管理部 内田、山内 （0568-88-4355） 

※平日 9：00～17：00 

CO2・ton 


